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～今月の表紙～

4年ぶりに観月台文化センター
ホールで行われた成人式。式
には華やかな振袖や袴、スー
ツ姿の新成人が出席し、大人
への仲間入りを果たしました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　国見のたからものは、文化財や祭礼だけではありません。国見の風土（土・水・気候）は、様々な食材を 1000 年以
上も育み、豊かな「食文化」を支えてきました。
　歳時（伝統行事）の料理、祭礼や講での振る舞い料理、保存食としての凍み餅、凍み大根など、今の私たちが食べて
いる料理・食材が伝えられています。
　お母さんが作る料理は、家族への愛情とともに、先人の知恵とお母さんの工夫であふれています。この地に伝えられ
てきた「食」は「国見のたからもの」です。

国見の『食』

こんにゃく

いかにんじん

あんぽ柿

お煮しめ

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
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整
備
を
進
め
て
い
る
道
の
駅

の
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
が
1

月
15
日
、
藤
田
字
日
渡
二
地
内

の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
安
全
祈
願
祭
に
は
、
太
田
久

雄
町
長
を
は
じ
め
、
国
見
ま
ち

づ
く
り
会
社
役
員
、
工
事
関
係

者
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
祈
願
祭
で
は
、
工
事
の
安
全

を
願
い
神
事
が
行
わ
れ
、
太
田

久
雄
町
長
、
永
尾
慎
一
郎
国
土

交
通
省
福
島
河
川
国
道
事
務
所

長
、
工
事
を
担
当
す
る
晃
・
渡

辺
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

の
関
係
者
が
く
わ
入
れ
し
、
出

席
者
が
玉
串
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。

　
太
田
町
長
は
「〝
交
流
〞
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
整
備
を
進
め
て

き
た
道
の
駅
も
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
や
防
災
拠
点
と

し
て
、
近
隣
市
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
運
営
に
向
け
進

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
道
の
駅
オ
ー
プ
ン

に
向
け
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。

　道の駅開業を 1年後に控え、国見バーガーやも
も大福、くにみ鶏などこれまで開発を進めてきた
成果を紹介する「プレ・パーティー」を開催します。
　国見産あかつき 100%で醸造した「ももワイン」
のお披露目も行います。ぜひご参加ください。

◆日　時　3月 18 日金　午後 6時 30 分から
◆場　所　観月台文化センター　ホール
◆参加費　2,000 円（事前にお申込みください）
◆申込・問い合わせ　
　まちづくり交流課道の駅準備室　☎ 585-2132

国見町道の駅建設工事

安全祈願祭

くわ入れする太田町長と永尾福島河川国道事務所長

道の駅開業 1年前

プレ・パーティー

　平成28年度中完成に向けて、道の駅
建設工事が本格的に始まります。

芋がら みそ汁みそ汁の

からお

よもぎもち

たくあん 笹巻き
　ちまき

3 2


